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緒 言

冷血動 物就 中両 棲 類 が環 境(明 暗,冷 温,

乾温,光 線 等)に 応 じ容 易 に体色 を変化 し,

而 も最 も鋭 敏 且 つ屡 々見 られ るの は黑 色変 化

であつて,之 を メ ラ ノフオ ー レン反応(以 下

M.R.と 略)と 云 ふ.本 反応 が 脳下 垂 体物 質

に依 り起 る と云 う事実 はAllen1), Swingle2),

 Hogben u. Winton3)等 に 依 り発 麦 され,爾

来 多 数の 学 者 に 依 り追 試 且 承 認 され た.

Ehrhardt4)は 人脳 下垂 体 も冷,温 血動 物 の 夫

と同 様 多 量 め メ ラ ノフオ ーレ ンー ホル モ ン

(M.R.惹 起 性 物 質,以 下M.H.と 略)を 含

有す る と云 ひ,又Ehrhardt5)等 に依 り人尿 中

にも多 量のM.H.の 排 出が 証 明 され た.

此のM.H.の 脳下 垂 体 に於 ける産 生部 位

に関 しで は未 だ定 説 は な く,中,後 葉 「ホル

モ ン」(以 下H .と略)と 云 ひ,(Allen1),

 Swingle2), Hogben u. Winton3)等)或 は前葉

と云 ひ(Ehrhardt5)等)就 中Jores u. Glogner6)

等 は前葉 に最 多 で,産 生部 細 胞は 主 細胞 で は

な く嗜 塩基 性細 胞 な らん と報 告 し,本 邦で は

武 永 〓はM.R.は 中葉 殊 に後 葉H.に 特 異

的 にあ り,且 つ 前,後 両 葉H.はM.R.を

介 して 拮 抗 的 に 働 くと云 ふ.又Zondek u.

 Krohn8), Dietel9)等 は純 粹 のM.H.はM.R.

の みを現 わす と云 ふ が,之 には異 論 もあ り,

尚 今後 の研 究 に俟 つ所 が 多 い.し か らばM.

R.の 脳下 垂 体H.検 索上 の評 価 につ い て は

否定 す る者 もあ るが(Zondek u. Krohn8)),

又 反面Loewe u.Ilison10)等 は種 々の 研 究 の

結果 肯 定 してい る.尚M.H.は 物理 化学 的

性 質 と して,耐 熱 性,耐 寒 性,苛 性 曹 達 に対

す る抵 抗 大,蛋 白分 解酵 素,紫 外線 に対 し甚

だ鋭 敏 で あ り,エ ーテル.ア セ トンに不 溶,

ベ ン ツオール,ク ロ ロフオル ムに僅 に溶 け,

ブチ ール ・アル コール には難 溶,獸 炭 末,滑

石,カ オ リン,硅 藻 土 に吸 着 され る等 の特 徴

を有 して い る(Zondek u. Krohn8), Ehrhardt5),

Dietel9)).

余 は鉤 虫症 患者 の 脳下 垂体 機 能の一 端 を窺

は ん と し,北 山教 授 の御 指導 に依 り本 反応 に

就 き検 査 したの で,茲 に報告 す る.

實 驗 方 法

使 用動 物 と して 当地方 産 の比 較 的皮 膚 色彩

の 淡 い 体 重20～40gの 雄 性 金 線 蛙(Rana-

nigromaculata Hallowell)を 用 ひ,被 検 者 の朝

食 前 の尿 を と り一 回濾 し,一 本 の試験 管 は其

儘,他 の一 本 は100度10分 間重 湯 煎 中で加

熱 し,之 を再 度濾 過 冷却 した物 を 用 ひた.

実験 方法 と して は蛙 は実 験 前2日 間 白色 バ

ッ ト上 で 飼育 し,実 験 当 日体重 測 定 し,北 側

の 窓辺 にて,之 を 白色 タ イル を しける硝 子瓶

中 に入れ 可 及 的褪 色 さし一例 の実 験 に対 照一

匹,原 尿用一 匹,煮 沸 尿 用 一 匹 計3匹 を 用

ひ,前 記 実 験材 料 を2ccツ ベル ク リン注 射 筒

で1/4針 を 用 ひ,体 重 当瓦0.1㏄ 正 確 に蛙 の

後 脚上 部 よ り,脚 部 筋 肉を貫 通 し,背 部淋 巴

嚢(普 通 に云 う皮下)に 注射 した.実 験6月
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下旬か ら9月 中旬迄 に行 ひ,快 晴の午前をえ

らんだ.

判 定 方 法

H.Kustner u. H. Biehle11)のM.R.陽 性

度分 類 法 に準 じた.即 ち

1) 一般 にhellで あるが,所 々判 然 と 黒

色の生じた もの.(+)

2) 一般に暗 色 となるが,尚hellな る斑

点を残す もの.(〓)

3) 恰 もチ ヨコレー ト色或 は黑色を呈 した

もの.(〓)

4) 腹部迄判然 と暗色を呈 し,麻 痺状態に

陷 り且つ黑 色 と変 じたもの.(〓)

而 して30分 後に(〓)以 上か,60分 で(〓)

以上をM.R.陽 性(+)と した.尚 観察時

間 は1時 間半 とし,10分 毎に蛙の体姿,瞳 孔

状態等を参考に しなが ら観察記帳 した.

賓 驗 成 績

A) 健康人

男子5,女 子5計10例 に就 き検査 したが,

全 例陰性である.(第 一表)

B) 各種貧血

第一表　 健 康 人 のM.R

第 二 表　 各 種 貧 血 者 のM.R.

白血病兼肺結核症,胃 癌,淋 巴肉腫症,胃

潰瘍,再 生不能性貧 血各1例 及び職業的給血

者6計11例 の検 査成績(第 二表)で は11例

中陽性 は第1,2の2例(18.18%)で,中 前

者 は栄 養極度 に不良,貧 血 も又著 く検査後半

月程で死亡 した例であ り,後 者の癌腫 に本反

応が高率 に出る事 は古 くKonsuloff12),福 島

及び堤13),戸 田14),李15)等 の発 表 した所で

ある.職 業的給血者6例 及び検査前短期間に

連続4回 大吐血 のあつた胃潰瘍1例 が全例陰

性なる事 は,以 下述べる鉤虫症 と対比 し非常



鉤 虫 症 に 関 す る 研 究(Ⅰ)　 71

に興味ある所見 と考える.

C) 各種疾患(第 三表)

8例 中陽性 は2例(25%)で あつ て,第3

例の肢端肥大症で陽性に出ても不思議はない

が,第7例 は腸 チ フスで戸田14)は本症3例 に

就 き全例陰性 と述べているが余の例で は腸性

を呈した.恐 らく栄養不給の為著明の衰弱に

依ると考 う.

第 三表　 各種疾患 々者 のM.R.

D) 日本脳災(第 四表)

13例 延20回 の検 査成績 は,早 きは第3病

日に既 に陽性(第2,10,13の 各例)で,病

日の経過と共 に次第 に陰性化 しているが,死

亡例に於 て陽性度の強い傾向を示 し,依 つ て

脳炎患者 に於 てM.R.は 或程度の早期診断

並びに予後判定上有意義な事 と考える.(巻 尾

写真No.2参 照)

E) 鉤 虫症(巻 尾写真No.1参 照)

合併症の無 く貧血の強い患者18例 に就 き,

駆虫前及び駆 虫後5-14日 の2回 に亘つて検

査 した成績(第 五表)で,駆 虫前原尿陽性5

例(27.8%),煮 沸 尿陽性11例(61.1%)で,

貧血程度及び排 虫数 とは必ず しも並行 しない

が,貧 血高度な程増 強の傾向の ある如 き成績

をえた.然 るに駆虫後には原尿全例陰性,煮

沸 尿1例(6.7%)陽 性を呈 したのみである

か ら,陽 性 は鉤虫症 と何等かの関係あ りとみ

て差支えない.

第 四表　 日本脳炎患者のM.R.

總括並びに考 按

岩 田16)は鉤虫症貧血 は栄養失調性の もので

あると云つたが,吾 々17)は既 に幾 多の実験か

ら之を否定 した.栄 養失調に於 てはM.R.が

屡々陽性を 呈す るが(鈴 木18),家 森 及 び 富

野19)等),鉤 虫症患者 にも余の検索 に依 ると,

彼等の成績 に比 し低率なが らも尚27.8%(煮

沸 尿61.1%)な る陽性度を認めた.一 方井上

教授20)の栄養失調症剖検例の脳下垂体所見 は

教室上原21)等の鉤 虫症剖検例の夫 と甚だ類似

の所見を示 している.即 ち,嗜 酸性細胞減 少

と嗜塩基性細胞の一部後葉組織 内移行 とであ

る.し か もM.H.は 嗜塩基性H.群 に包含

される事 は現下の定説であ り,人 間に於ては

色素H.分 泌機能の一部 は前葉の嗜塩基細胞
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第 五 表　 鉤 虫 症 患 者 のM.R. (
駆虫数記載 なきは 「ヘキシール,
レ ゾル シ ソ」 駆 虫 に よ る. )

に依 り代行 されていると見 る説が多 く,又 一

部の学者 は後葉 え遊走す る嗜塩基性細胞を間

葉性 と見倣 している(松 浦22)).

しか らば鉤虫症貧血と各種貧血殊に失血性

貧血 とに於 ては如何か と云ふ と(第 六表),前

者で は相当数陽性であるのに対 し,後 者 に於

て は健康人の夫 と同様陰性である.

此 の点で も鉤 虫症貧血 は単なる失血 に依 る

もので はな く,本 貧血の主因が催貧血性物質

(ア ンキ ロン)に 依るといふ教室笠原23),内

藤24)等の研究の間接的証明で あ り,而 も駆虫

後殆 んど全例 に於てM.R.の 陰性化を見 た

点は,鉤 虫寄生が脳下垂体機能 の変調 に対 し

意義 あ りと考 えられ る.

結 言

健康 人10,各 種 貧血者11,各 種疾患々者

8,日 本脳炎患者13及 び鉤虫症 患者18計60

例 に就 きM.R.を 検査 し次の成績を得た.

1) 健康 人(男 子5,女 子5)計10例 全例

陰性.

2) 各種貧血患者11例 中2例 のみ陽性
.
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3) 各種疾患々者8例 中2例 のみ陽性.

4) 日本脳炎患者13例(延20回)に 於 て

は,発 病初期 には陽性,病 日を経過するにつ

れて次第 に陰性化するが,死 亡例で は寧 ろ増

強の傾向を認めた.

5) 鉤虫症患者 に於 ては,駆 虫 前18例 中

原尿5例(27.8%),煮 沸尿11例(61.1%),

駆虫後15例 中煮沸 尿1例(6.7%)の 陽性 を

認 めた.

即 ち,鉤 虫症患者中貧血程度の比較的強い

者 に於ては,相 当数の脳下垂体機能異常を認

めた.

第 六 表　 健康 人,失 血性 貧血及び鉤虫症駆虫前後 のM.R.の 比較図.

健康人10例 失血性貧血6例 鉤 虫 症18例

駆 虫 前

原 尿 陽 性27.8%

煮沸尿 〃〃61.1%

駆 虫 後15例

原尿全部陰性

煮沸尿陽性6.7%
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